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セッション】：環境ビジネスの動向  

「ドイツ・欧州における循環ビジネス：動向と政策」  

ヴッパタール気候・環境・エネルギー研究所（ドイツ）  

レイモンド・プライシュヴイツツ   

本日は、ドイツとヨーロッパにおける3Rビジネ  

スのトレンドと新しい政策について報告させて頂く。  Eco－）ndustriesinGermanyr：  
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1環境と経済のデカップリング   

ドイツにおける企業数は、15，（X氾、雇用者数では  

1謀）万人で、全雇用者数の4％を占めている。やや  

古くなった見方もあるが、それでも国内産業として  

も輸出産業としても非常に重要な産業になる。また、  

ドイツでは環境技術が全輸出の5％を占めている。  

こういったドイツの環境技術は世界のリーダー的ポ  

ジションにある。  

この図は、自然資源の利用を最小源にして、質の  

高い生活をすべての社会構成員に保障し、経済面で  

も上手く行くよう、自然資源と生活の質・経済との  

デカップリングを目指していくことを示している。  

土れが持続可能な社会のための発展である。  Eco－Indust（iesII：  
RenewableEner⊆lleS  

2 ドイツにおける環境ビジネス   

ここでは、ざまぎまなタイプの環境ビジネスにつ  

いて紹介する。   

このスライドは、ドイツにおけるエンドオブパイ  

プ型の環境ビジネスについて整理したものである。  

伝統的なエンドオブパイプ型産業は依然、非常に重  

要なビジネスである。エγドオブパイプ型とは、ざま  

ぎまな生産工程の末端で、発生した大気汚染物質の  

除去や廃棄物の処理を行う。例えば、資本財である焼  

却炉や排ガス洗浄装置の製造、またコンサルタント  

的なことや水処理や廃棄物の分野などもあげられる。  
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環境ビジネスとして大きく成長しているのが、再  

生可能エネルギーである。これも、環境ビジネスの  

ひとつになる。温室効果ガス排出量削減の対策が必  

要になるので、ドイツ連邦政府では、インセンティ  

プを促すような政策と、企業の革新的取組みを組み   
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合わせで、再生可能エネルギーは大きく成長してい  

る。例えば、今、風力発電の設備能力は17GW（ギ  

ガワッりである。   

陸上の風力エネルギーの成長率は今後横ばいにな  

るかもしれないが、一方でさらに成長が見込めるの  

が、バイオ燃料やバイオマス、海上の風力エネル  

ギー、地熱などである。  

いるのがドイツの再生可能エネルギー法である。ス  

ペインにも同様の法的枠組みがある。この仕組みで  

はインセンティプが働いて、市場で再生可能エネル  

ギーが上手く取り入れられている。   

今の状況を鑑みると、一部のドイツの州は、新規  

の風力発電所の設立をより難しくする政策をとり始  

めた。連邦政府は、再生可能エネルギー法の補助金  

は過剰でないと主張している。結局のところ、これ  

までのところは成功事例が見られている。  
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※拡大図あり（22頁）  

長期的にみると、却20年以降、水素が石油に替わ  

る戦略的なエネルギーになるだろう。しかし、省エ  

ネ技術の需要が下がるわけではない。逆に再生可能  

エネルギーと省エネ技術は、お互いを必要とする相  

互的な戦略とみなぎれている。   

ドイツでは、2（X氾年に再生可能エネルギー法が施  

行ざれた。それ以前にも同じような法律があったが、  

この法律によって、再生可能エネルギーを使用した  

活動に対する補助金と、売電による収入を得ること  

ができる。よって、発電事業者の生産コストと投資  

家の投資リスクを軽減させていくことになる。また  

エネルギー供給事業者に対しては、再生可能エネル  

ギーを固定価格で買取るといった義務がある。この  

仕組みによって、生産コストが下がり、再生可能エ  

ネルギーの電気料金も下がってくる。   

電気料金は、納税者ではなくて、消費者が支払う、  

このことは重要である。いわゆる公的な補助金にな  

ると予算は限られてくるし、また、欧州委貝会の承  

認が必要になってくる。ここを上手くバイパスして  

3番目の環境ビジネスタイプとして、統合生産  

（Production－integrated）がある。クリーナー・プ  

ヽ ログクションやプロセス内部のリサイクル、ロジス  

ティクス、製品輸送システムなど、生産プロセスに  

組み込まれた変化である。   

しかしながら、統合化された生産が環境負荷を削  

減するかどうかの実証的証拠を集めることは難しい。  

EUの研究プロジェクトであるIMPRESSは、これら  

の対策を導入するための理由は、企業ブランドやコ  

ンプライアンス、コスト削減のためである、として  

いる。統合生産を取り入れている企業では、エネル  

ギー・コストや材料費が削減され、また、ロジステイ  

クというより、むしろリサイクルによって、ポジ  

ティブな雇用をもたらしている。   

環境技術行動計画（ETAP：EnvironmentalTech－  

nologyActionPlan）や効率化エージェンシーのよ  

うなイニシアティブによって、統合生産が一層普及  

することが期待されている。   
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的な政策がつくられていくことになる。そして、EU  

とドイツの持続可能な戦略の1つに「資源生産性」  

や「マテリアルの効率性」の促進が掲げられている．   

環境ビジネスの4番目は、ニューフロンティアと  

してのイノベーションタイプになる。例えば、暖房  

システム用循環ポンプのように急進的ではないが性  

能が少し向上したもの、発光ダイオード（LED）な  

どのような機能イノベーション、さらにシステムイ  

ノベーションとして、ハスの菓の表面のように汚れ  

を取り除く植物の仕組みを適用させるような生物模  

倣型（bio－mimicry）技術がある。  

EUでは、資源効率を加速的に引き上げる戦略が  

検討されている。現在の資源効率は、1．5％になる  

が、20：氾年までに年間あたり3％にあげることを目  

標としている。資源情報のハブとなる組織を設け、  

EUにおける物質フロー情報を集めていくこと、また  

セクター別、国別のアクションプランをとっていく  

ことなどが自然資源の持続的管理のテーマ別戦略の  

中で検討されている。   

3 マテリアルフロー分析と循環政策  

ANewTrend：Materia［Efficiency   

LargecorLferencesbyGerTTlar．FederaI  
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新しい循環政策の流れとしてマテリアル・エフイ  

シェンシー（MaterialE抗ciency）の分野がある。ド  

イツ連邦経済省が今年、声明を出し、ドイツ産業連  

盟（BDI）が参加して、原材料の安全保障に関する会  

議を開いた。この背景には、銅や鉄鉱石など、工業  

向けの原材料価格の高腰があげられる。また、EU  

でも持続可能な自然資源の管理に関するテーマ別戦  

略を検討している。テーマ別戦略に基づいて、具体  

私たちの研究所では、製品のゆりかごから墓場まで  

を含む経済活動について、自然資源をどのように測  

定し、管理できるかを考えてきた。そして、物質フ  

ロー分析（MaterialFlowAnalysis：MFA）と呼ば  

れるツールを採用し、自然資源の流れを測定してい  

る。EUの統計局やドイツ連邦政府の統計局、ヨー  

ロッパ連合の加盟国、日本では賃立環境研究所など   
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が採用している。物質フロー分析は、OECDの支援  

も受けている。   

このスライドに出ているのは、EUの15カ国を対象  

とした物質フロー分析である。農業、工業を含めい  

ろいろなマテリアルを全部測定している。   

平均的EUの市民が、年間必要とする資源必要量  

（TotalMaterialRequirement：TMR）は、一人当た  

り別トンになる。そのうち、輸入品に伴う海外にお  

ける隠れたフロー（ForeignHiddenFlows）は16ト  

ンである。   

次に、国内で採り出されたマテリアルは一人当た  

り19トン、国内での隠れた 

HiddenfFlows）が15トンになり、鉱業の廃棄物など  

がこれに入る。インプットのうち、ストックに追加  

きれる総量は10トンになる。これは、建設や道路と  

いったインフラに使用される。ただし、3Rの観点  

から考えると、こういったインフラはいずれ廃棄物  

となる。したがって、政策管理の対象として、建設  

部分を取り上げることが必要である。   

このスライドの図の右側が国内のアウトプットで  

あり、廃棄物や排ガス、CO2の排出も含めて測定し  

ている。   

国として、企業として、地域として、資源生産性  

をあげるためtこは、物質フロー分析が必要となって  

くる。資源の流れを把握しないと3Rの管理ができ  

ないからである。   

隠れたフローの概念は、複雑である。下の円グラ  

フに隠れたフローの内訳を示している∴輸入に伴う  

隠れたフローには、未使用のもの、そして使用され  

たものなどがあり、国内の隠れたフローは、採鉱廃  

棄物や土壌浸食、埋め立てからなる。アウトプット  

の隠れたフローの大半は、大気へのアウトフロー  

（Ou帆owstoair）が占めている。隠れたフローの概  

念は、地域あるV）はビジネス戦略においセー層複雑  

になってくる。   

輸入に伴う資源利用量は隠れたフローを測定して  

※拡大図あり（22頁）   

いないと1976年から現在までは横ばいになっている。  

しかしながら、隠れたフローを入れるとまったく  

違ってくる。中間製品と完成品のエコロジカル・  

リュックサックを示した線は右肩上がりになってお  

り、この線と原材料だけを示した線とを比べたら、  

大きな差があることが分かる。包括的に資源量を測  

るのか、あるいはもっと狭義的に資源量を測定する  

のかで大きな差が出てくる。   

包括的に資源量を測ることを達成するため仁与、輸  

入に伴う隠れたフローを含めるぺきである。そして、  

測定ざれた数億は統計に使用されるものにしなけれ  

ばならない。この測定方法を国際的に標準化するため  

に統計局や専門家など、様々な連携が必要となってく  

る。企業においても国際的な観点で物質投入量を測  

り、物質フロー分析を行うことが必要となってくる。  

※拡大図あり（23頁）   

このスライドは政策の対象領域を示したものであ  
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る。製品の各ライフサイクル段階において既存の政  

策が十分に対処しているかどうかであるが、第3段  

階目の廃棄物管理は上手くいっている。しかし、1  

番目の資源採取の段階から2番目の製造段階への移  

行に関しては十分な管理がなされていない。もっと  

政策ツールを駆使し、第1段階の管理を行っていく  

べきである。   

スト全体の削減につながるが、今まではこの部分が  

軽視されていたといえる。   

この図で示されているのは、ドイツ、ヨーロッパ、  

日本などの企業で始められている、PSS（製品サービ  

スシステム）のタイプである。   

Vlはモノの代わりに機能を提供するタイプにな  

り、例えば、家電製品やテレビなどのレンタルサー  

ビスがあげられる。V2は、洗濯機や車寧どモノの  

利用を共有するタイプである。V3は、洗濯機や車  

などのメンテナンス・サービスを提供するタイプで  

ある。Mは、パソコンやFAXなど多機能をもった  

製品を販売するタイプである。このようなタイプに  

おいてもライフサイクルでの物質フローを考慮する  

ことが重要である。   

マテリアルは、製品のライフサイクルコストの中  

心となっている。この図は、マテリアルコストが平  

均的な製品コストの何％を占めているかを示してい  

る。その結果、マテリアルコストとエネルギーコス  

トで製品コストの約幻％を占めており、これは人件  

費の占める割合よりも高いことが示されている。   

また、企業の管理者にどの部分のコスト削減を行  

うかを腰会すると、「人件費の削減」という回答に集  

中する。これは驚くべきことである。マテリアルコ  

ストとエネルギーコストを削減することで、製造コ  

ドイツ連邦政府経済省に対する提案として、ヴッ  

パタール研究所は、アーサー・D・リトル社及びフラ  

ワンホーファー研究所と一緒に、マテリアル・エ  

フイシェンシープログラムを今夏に作成した。   

これはマテリアルの効率に関わるプログラムであ  

る。マテリアル・エフイシェンシー・エージェンシー  

（Agency）を連邦レベルに設定することや物質効率  

化に関するコンサルティングや褒賞などが検討され  

ている。   

構想中の連邦マテリアル・エフイシェンシー・エー  

ジェンシーの業務は、特に中小企業に対し、コンサ  

ルティングやアドバイスを行う、というものである。  

最初に現場をチェックし、改善点を如座に実施でき   

S廿8teglestoりαeaSereSOUrOePrOduc山村byse仙g  
知ndons．甥Ⅳl曙S8ndproducIstnaselViceeco叩my   

‾  ■‾■   蝕肌叫椚山繭  
F加○†－叩bb  

m慮旭11丘b   

Vl＝ St呵11爪dot巧h東根d  

dgoぬ【8輌．TVI  
VZ書 CO爪mOr如r8duSO  

げ匝（8・9▲W叫  

m蝕もG耶）  
∨コ事 S8帽叩血間向r  

m五山l㈱01叫．Ⅵ血相  

m叫l声明  
H三 r仙l仙血pJ血ds  

（PC．F奴．Plm】可〉  

Nal渦○析叫血J嘲  
ニ＿＿＿ ゝ■－■－＿  h加uⅦ如¶血Iht血  

肉’b  

※拡大図あり（23頁）  
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施されている。また、全体的な経済政策や雇用政策  

との協調も重要である。   

次に地域において、技術的なクラスターネット  

ワークを形成することが重要となってくる。   

地域の競争力が一層求められるようになるが、生  

産コストやマテリアルコストの低減だけでなく、  

ネットワークの強化やその地域の資源効率を上げる  

ことが重要で、企業の参画が必須となってくる。  

NRW州におけるエフイシェンシー・エージェン  

シーのような機関は、それを支援することができる。  
※拡大図あり（24頁）  

Conclusions   

3RtJ即dsemergin⊆l，gOCleadybeyondwasteand  
即d・Of・thepわetedln010！かeS．  
Con随mね†raWmale閏tSCOSbasanewddv】ng  
fac10r．  

Pol桓Ⅶ柏ht即h8nCematedalsefRciencyv】a  
leamin9100】s－GemⅦnPr（〉gramreadyIortakeo仔■  

Measurem即15Cheme5Shouldbedar絹ed．  
8usinesse他山sinteg帽teSu5ta‡na蛸吋  
mきnageme鴫PrOCUrement．Strate9icR＆D．  
別StOmerr由“0nSh†ps．st8keholderdialogues．  
Valuec旭inmana⊆】ement．  

Approad血gsustalnableg和W仇†orsusta血b】e  
SOC】etleSI   

※拡大図あり（24頁）   

るよう財政的な援助を行う。さらに専門的なコンサ  

ルティングや教育プログラムも提供する。  

3Rの趨勢は、ドイツやヨーロッパの政策におい  

て顕著に現れてきた。そして、それは従来の廃棄物  

管理やエンドオブパイプ型の技術にとどまるもので  

はない。特に有望とされているのは、マテリアル・  

エフイシュンシーである。これは、環境的な関心だ  

けでなく、材料費のコストにも反映されるからであ  

る。新しいインセンティプや優遇措置によって、企  

業をサポートすることにより、マテリアル・エフイ  

シュンシーがヨーロッパのさらなる革新の推進力に  

なる。   

ドイツのマテリアル・エフイシェンシープログラ  

ムも始まろうとしている。企業の努力によって、既  

存の工程でのポテンシャルを最大限に利用すること  

や既存の管理ツールの洗い出しが行われている。   

ただ、測定概念やパフォーマンス指標、ターゲット  

などの課題が残っており、それらをより明確にして  

いかなければならない。   

】nsightsfromrecentResearch  

・Policycoherenceimpo「【ant：integr8ポonof   
WaSte．reSOUrCeTTlanagement，CliJT［ateand   
OtherpoIicies．  

・Regiona181ustersofte8hnol【〉9y；lnd   
n（！tWOrks．  

・Regiona］competitivenessdnvenbyotheT   
飴dorstoo、Bu＄inesspa帽（：わationis   
Pivolalforanysuccess．EfficiencyAgency   
田nbeasuppor【lvefactor．   

最近の調査研究でわかってきたことは次の通りで  

ある。すなわち、3R経済に向けて、廃棄物や資源  

の管理だけではなく、気候政策や他の政策との政策  

統合が重要になってくる。気候政策はヨーロッパに  

おいても大きなテーマであり、排出量取引は既に実  
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象G監＄   2的5年度一産業と環最一国際ワークショップ  

そして、日・独・ヨーロッパの取組みは、持続可  

能な社会が持続可能な成長をするための有望な努力  

に値するものである。  
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岳窃ES  2∝6年監「産業と環境」国際ワ一クショップ  
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岳G匿S  Ⅹ05年度「産業と環境」国際ワークショップ   
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竜GES  2005年度「産業と環最」国際ワークショップ  
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